
Ⅰ．問題と目的

不登校やいじめ，暴力など，子どもの学校適応にか
かわる問題が依然深刻な状況にある現在，学校では問
題解決的支援のみならず，すべての子どもを対象とし
た予防的支援が一層求められる傾向にある。もとより
問題行動は，個人にも周囲の環境にもストレスが溜ま
り，その状態が長期化してしまったときに現れる。し
たがって，予防的支援として，ストレスを早期発見・
軽減するためには，子どもの日常生活を手がかりにし
た心的状況の推察，継続的な情報収集，多面的な情報
統合，及びそれらの活用が求められる（丸山，2012）。
実際，学校生活では，対人トラブルが多い子どもやコ
ミュニケーションが苦手な子どもなど，対人関係や社
会性に関する内容が支援の対象となることは少なくな
い。とりわけ，深刻な問題に至らないまでも，児童間
では些細な欲求の衝突や意見の相違などの対人葛藤は
日常的に生じ，そうした場面における子どもの対人葛
藤解決方略の個人差と仲間から の評価や社会的適応に
は関連があることが指摘されている。具体的には，総
じて対人葛藤解決を円滑に行える子どもには，仲間か
らの肯定的な評価を含め，全体的に良好な社会的適応

との関連性が認められる一方で，円滑に行えない子ど
もには，仲間からの否定的な評価や社会的不適応との
関連性が認められている（Richard & Dodge, 1982；渡
部，1995；山井・成田，2003等）。すなわち，子ども
の対人葛藤解決の多くが仲間とのかかわりの場で遂行
されることを鑑みると，子どもの対人葛藤解決方略と
学校生活は密接に関連し，そのあり方は，学校適応や
心の健康を脅かす要因にもなり得ることが考えられる。

これまでに，筆者らは小中学生を対象とした複数の
研究を通して，授業中の意見相違場面における葛藤解
決方略への着目が，心の健康支援の有効な手立ての一
つとなり得ることを示唆した（鈴木・松本・坪井・野
村・垣内・大矢・畠垣・森田，2014；鈴木・五十嵐・
坪井・松本・森田，2017等）。なお，これらの研究に
おいて，授業中の意見相違場面を取り上げた理由とし
ては，1）誰もが経験しやすく，教師による一斉指導
の形態を離れた文脈で子ども同士の相互交渉が生じや
すいことから，学級内の人間関係のアセスメントが可
能である（澤邉・岸・大久保・野嶋，2008），2）授業
中の対人葛藤場面は，継続的な観察に基づく教師とス
クールカウンセラーとの連携による介入を行いやす
い，ことが挙げられる。
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ところで，鈴木らのこれらの研究は場面想定法によ
るものであり，協力児は質問票に提示された複数の解
決方略に対して，自分が主人公の立場であった場合，
各方略をどの程度用いると思うかを4件法で尋ねられ
た。この方法により，提示された種々の方略に対する
子どもの態度が把握でき，用いると答えた解決方略の
組み合わせ特徴から，個々の葛藤解決スタイルを見出
すことが可能となった。一方，質問紙を介して小学生
の解決方略使用の意図を把握することは難しいことも
考慮すべきと考えられた。

そこで，本研究では，質問紙調査だけでは把握しき
れない面を考慮し，高学年児童を対象にインタビュー
調査を行い，小学生の対人葛藤解決方略の特徴をより
詳細に検討することを目的とする。本稿では，「場面
の問題の定義」，「一番よく使用すると思う方略」およ
び「最良と考える方略」の結果を中心に報告する。

Ⅱ．方法

1．調査協力者
X県内の公立小学校3校に在籍する4･5･6年生，合

計85名（男子42名，女子43名）の協力を得た。4年
生27名（男子14名，女子13名），5年生31名（男子
15名，女子16名），6年生27名（男子13名，女子14名），
平均年齢10.73歳（SD=.82）であった。

2．調査時期および手続き
2013年10月～ 2014年2月に，第1・2筆者が小学校

において個別のインタビュー調査を実施した。実施に
あたっては，事前に小学校長に調査の趣旨を文書およ
び口頭で説明し，同意が得られた3校で調査を実施し
た。また，児童に対しては，学級担任の協力を得て，
調査目的，学校の成績とは無関係で あること，調査結
果は統計的に処理され個人が特定されることはないこ
と，および回答を拒否する権利があることを集団の場
で説明した。加えて，調査時に，調査者から個別に調
査目的や調査概要を説明し，「今から○○（児童の名字）
さんに，少しお話を聞かせてもらいたいのですが協力
してもらえますか。」と尋ね，同意が得られた児童に
対して調査を開始した。なお，本研究の実施手続きに
ついては，愛知教育大学研究倫理審査委員会の承認を
得ている。

3．調査内容
（1）デモグラフィックデータ

調査のはじめに，学年，性別，年齢を尋ねた。
（2）対人葛藤解決方略に関する質問

提示した対人葛藤場面は，授業における調べ学習の
内容選択に関する意見相違場面で，葛藤相手はペアに
なったクラスメイトであった。場面は対人交渉方略モデ

ル（Interpersonal negotiation strategies：INS）（Yeates 
& Selman,1989）を測定する質問紙を作成した山岸

（1998）を参考に作成したもので，場面の妥当性につい
ては，既に山岸（1998）で確認されている。さらに今回，
小学校教諭5名から チェックを受け，高学年児童が授業
中に経験する場面であることを確認した。場面は，場
面を説明する文章（表1）と4コマ漫画により構成し，
登場人物の性別に男子用と女子用を作成した。
（3）教示

調査者は児童と対面し，次の内容を教示した。「あ
なたと同じ小学生の子どもが登場するお話を紹介しま
す。今からお話を読みます。後で質問するので，よく
聞いていてくださいね」と注意喚起 した後に，場面を
示す文書と4コマ漫画を提示しながら，調査者が文書
を読み上げた。場面の提示後，児童に場面中のAの
立場で質問に答えてもらった。（a） 場面の問題の定義：

「この場面のなかで何か困ったことが起きています。
それはどんなことですか。なぜ困ったことなのです
か」，（b） 使用する解決方略：「こんなとき，もしもあ
なたがAくん（Aさん）ならどうすると思いますか？
自分なら“する”と思う方法を教えてください。他に“す
る” と思う方法はありますか。あったら教えてくださ
い」，（c） 使用する解決方略の順位づけとその理由：「あ
 なたが一番使うと思う方法を教えてください。次に使
うと思う方法はどれですか。･･･ 理由を教えてくださ
い」，（d） 最良と考える方略とその理由：「この中で，
あなたが一番良いと思う方法はどれですか。理由を教
えてください」と尋ねた。すべての質問終了後，必要
に応じて補足質問を行った。

なお，これらの教示が，児童にとって理解可能であ
るか，事前に小学校教諭5名と協議したうえで内容を
確定した。調査の所要時間は一人15分前後であった。

4．インタビュー内容の分析方法
評定は，渡部（1993；1995）や大対・松見（2002）

などを参考に第1･2筆者が行い，評定が一致しなかっ
た場合は，協議をしたうえで確定させた。

場面の問題の定義の分類にあたっては，自分と相手
の欲求の考慮の程度から，場面の「何が」困ったこと
で，それは「なぜ」困るのかの両回答をもとに評定し
た。無言や「分かりません」といった反応，「遠いか
ら困る」など誤った理解（水準0），自分か相手のいず

A
A B

A
B

注．女子用では「Aくん」を「Aさん」，「Bくん」を「Bさん」
とした。

表 1　授業中の意見相違場面（男子用）
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れか一方の欲求の視点からの定義（水準1），自分と相
手の欲求の食い違いに気づいているが，どちらかの欲
求に偏った定義（水準1.5），自分と相手の双方の欲求
を考慮した定義（水準2）の4段階で評定した。なお，
水準2を満たし，加えて，場の目標および相手との関
係性に言及した反応についても水準2に含めた。

使用する解決方略は，児童が一度は使用すると答え
た方略であっても，使用する方略の順位づけを尋ねた
際に児童が言及しなかった方略は数に含めなかった。

使 用 す る 解 決 方 略 を 対 人 交 渉 方 略 モ デ ル
（Interpersonal negotiation strategies：INS）（Yeates 
& Selman,1989）とINSの発達を測定する質問紙を作
成した山岸（1998）を参考に，表2の9方略（方略1
～方略9）に分類した。また，この分類に該当しない
方略を便宜的に方略99とした。

Ⅲ．結果

結果の分析においては，データサイズを考慮し，統
計的手法による分析は性を込みにして行った。その際，
有意確率はすべて5%未満を有意とみなした。また，
参考までに性差についても，表中に性別の人数，性別
に占める割合（性別の%），主な理由を示した。

1．場面の問題の定義
表3に水準別の人数を示した。表3に基づき，全体

の水準別の人数に偏りがあるかχ2検定を行ったとこ
ろ，有意差が認められた（χ2（2）＝101.12，p＜.01）。
ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果，水準
2＞水準0・水準1.5（p＜.01）であった。なお，定義
の水準が0と評定された児童8名の5名（62.5％）は，
問題が生じていることは理解しているが，困る理由を

「北海道と九州は離れているから」と説明し，視点に
ずれが認められた。また，残りの3名（37.5％）は，
無言や「分からない」と回答した。

2．使用する解決方略の数
児童が使用すると答えた解決方略は，1 ～ 3個の範

囲で，1個の方略を答えた児童は26名（30.6％），2個
は49名（57.6％），3個は10名（11.8％）であった。総
計154個，平均1.81個の解決方略が得られた。この方
略数別の人数に基づき，χ2検定を行ったところ，有意
な人数の偏りが認められた（χ2（2）＝27.13，p＜.01）。
ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果，2つの
方略，1つの方略，3つの方略の順に多かった（p＜.01）。

3．一番よく使用すると思う方略とその理由
使用する解決方略の 順位づけにおいて，児童が一番

よく使用すると思うと答えた方略（以下，1位の方略）
について報告する。方略別人数およびその理由を表4
に示した。表4に基づき，全体の人数に偏りがあるか
χ2検定を行ったところ，有意差が認められた（χ2（6）
＝49.39，p＜.01）。ライアンの名義水準を用いた多重
比較の結果，方略3・方略5・方略9＞方略2，方略3・
方略5＞方略7，方略9＞方略7・方略8（すべてp＜.01）
であった。すなわち，全体的に，「自分のことばかり
考えるのは良くないから」，「お互いに納得できる」，

「ちゃんと話し合わないと嫌な気持ちになる」といっ
た理由で「話し合う」方略を，「揉めたくないから」，「相
手の子が喜ぶから」などの理由で「あきらめる（相手
に合わせる）」方略を，「自分の考えを言うことが大切
だから」，「説得したい」などの理由で「自分の考えを
話す」方略を挙げる児童が多かった。

なお，方略99に分類された4名の方略は，「2つの
地方の違いを調べようと言う」（2名），「2人が納得で
きる別の場所を提案する」（1名），「半々にして調べる」

（1名）で，いずれも「ケンカ（揉めごと）にならな
いから」という理由であった。

4．最良と考える方略とその理由
最良と考える方略（以下，最良の方略）別人数を表

5に示した。表5に基づき，全体の人数に偏りがある
かχ2検定を行ったところ，有意差が認められた（χ2（6）
＝78.35，p＜.01）。ライアンの名義水準を用いた多重
比較の結果，方略5＞方略2・方略7，方略9＞方略2・
方略3・方略6・方略7・方略8，方略9＞方略5（すべ
てp＜.01）であった。全体では，「話し合う」（方略9）
と答える児童の割合がもっとも高く，次いで，「あき

表 2　解決方略の分類

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

表 3　場面の問題の定義における水準別人数（%）

( % ) ( % ) ( % )

0 8 ( 9.4) 6 (14.3) 2 ( 4.7)

1.5 5 ( 5.9) 2 ( 4.8) 3 (  7.0)

2 72 (84.7) 34 (81.0) 38 (88.4)

85 42 43
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1 (  2.4) 1

2
3

3

1

1

1

1

3

2
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2

1

1

4

3

2

1

1

1

1

1

3

3

1

1

1

1

1

1

0 (  0.0)

1 (  2.4) 1

1 (  2.6) 1

1

1

3

3

2

2

1

1

1

1

5

3

2 2

1

1

1

2 2

3 1

1 1

81

(  5.1)

3 16 (19.8)

10 (25.6)

6 (14.3)

2 3 (  3.7)
2

(20.5)

4 (9.5)

5 19 (23.5)

4 (10.3)

15 (35.7)

6 12 (14.8)

8

7 1 (  1.2)

8 3 (  3.7)
2 (  4.8)

9 27 (33.3)

14 (35.9)

13 (31.0)

99
3

 

表 4　一番良く使うと思う方略（1位の方略）別人数（%）および理由
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らめる（相手に合わせる）」（方略5），「相手の考えを
聞く」（方略6）が高かった。なお，67名（78.8％）の
児童の最良の方略は1位の方略と同一（表4）であり，
その理由も共通していた。

一方，18名（21.2％）の児童では，両者に齟齬が認
められたため，表6に齟齬の組み合わせのパター ン別
人数と齟齬を生じた主な理由を示した。この他，5名
の児童は表2の9つ方略に該当に分類されない方略と
して，「2つの地方の違いを調べよう」（2名），「2人が
納得できる別の場所を提案する」（1名），「半々にし
て調べる」（2名）と回答した。いずれも「両者が納
得できるから」，「こうした方が協力した感じが強まる
から」といった理由を挙げた。

Ⅳ．考察

本研究では，小学生の対人葛藤解決方略の特徴につ
いて，質問紙調査だけでは把握しきれない面を考慮し，
高学年児童を対象としたインタビュー調査による検討
を行った。

1．場面の問題の定義
社会的問題の性質を適切に定義できるかは，対人葛

藤解決の前提となる。場面の「何が」困ったことで，
それは「なぜ」困るのかについて，本研究では男女と
もに8割を超える児童が，場面の問題を適切に定義し
ていた。

すなわち，人物Aと人物Bは，ともに調べたい地方
があり，両者の欲求が対立していることを理解したう
えで，「意見が揃わないと，調べたり，発表したりで
きない」，「このままではケンカになる」から困るなど
と回答した。

一方，場面の問題を適切に捉えられていない児童も
全体の1割弱程度存在することが示された。「水準0」
と評定された8名中5名（62.5％）は，両者の欲求の

対立は理解していたが，困る理由については，「北海
道と九州は離れている」と説明し，視点にずれが認め
られた。また，残りの3名（37.5％）は，「何が」困っ
たことかに対して，無言であったり，「分からない」
と回答したりしため，問題状況を正しく理解できてい
ない可能性がうかがえた。渡辺（2009）は，対人関係
がうまくいかない原因の一つとして，状況モニターの
困難をあげ，その支援として，状況への介入と行動の
結果をモニターできるように導くことを提案してい
る。本研究においても，そうした支援介入を要する児
童の存在が示唆された。

2．使用する解決方略の数
児童が使用すると答えた解決方略ついて，約7割の

児童が複数の方略を挙げた。対人葛藤解決方略は場面
の文脈により異なるとされているが（金城・梅本，
199 1；渡部，1993），学校生活で誰もが経験しやすい
授業中の意見相違場面において，高学年児童は何らか
の解決方略を有していることが示唆された。

3．一番よく使用すると思う方略とその理由
1位の方略には， 「話し合う」（方略9），「自分の意

見を話す」（方略3），「あきらめる（相手に合わせる）」
（方略5）を挙げる児童が多かった。とりわけ，「話し
合う」方略と「自分の意見を話す」方略を合わせると
全体の5割を超える児童が一番よく使うと答えてい
る。これらの方略はともに言語的な方略であり，自分
と相手の双方の欲求を考慮したうえで，自分の気持ち
を相手に伝えたり，相手と協力したりしながらより良
い 結 論 を 見 出 そ う と す る 方 略（Yeates & 
Selman,1989）である。山岸（1998）は，こうした方
略が，既に小学4年生で解決法のレパートリーに入っ
ていることを示した。本研究においても同様の結果が
確認されたと考えられる。 また，対話によって葛藤を
解決しようとする児童の割合が高率である点におい
て，本研究の結果は，筆者らの先行研究（鈴木・坪井・
野村・丸山・蒔田・畠垣・松本・森田，2011；鈴木ら，
2014等）の結果を支持した。質問紙調査による鈴木
らの先行研究とインタビューによる本研究の両結果か
ら，高学年児童の多くが向社会的な手続きで相手との
関係性の維持につながるような解決方略を積極的に選
択しようとしていることがうかがえた。

方略の使用理由について，「話し合う」方略では，
意見を伝え合い，自分も相手も納得できる結果を得る
ことの大切さを強調する児童が多く，その傾向は男女
に共通して認められた。
「自分の考えを話す」方略では，女子が，「説得した

い」，「自分の考えも聞いて欲しい」，「自分が話すこと
で，相手も話してくれる」と目的を明確に 説明する一
方で，男子は，「まずは伝えることが大切。でも説得

( % ) ( % ) ( % )

2 2 (  2.5) 2 (  5.0) 0 (  0.0)

3 10 (12.5) 7 (17.5) 3 (  7.5)

5 16 (20.0) 5 (12.5) 11 (27.5)

6 12 (15.0) 9 (22.5) 3 (  7.5)

7 1 (  1.3) 0 (  0.0) 1 (  2.5)

8 3 (  3.8) 1 (  2.5) 2 (  5.0)

9 36 (45.0) 16 (40.0) 20 (50.0)

80 40 40

表 5　最良と考える方略別人数（%）

注．方略1、方略4に該当する方略を答えた児童はいなかった。
注． 方略 99を答えた5名の児童の結果は含まれていない
（N=80）。
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はしない。一応言ってみる」と自ら理由に説得が目的
ではないことを付加したり（2名），「相手が北海道も
良いと思ってくれるかもしれない」と答えたりするな
ど，説得して相手を変えさせようとする意図よりも，
意思表明のニュアンスが強く感じられた。本方略を選
択する男子は女子よりも多かったが（男子の25.6％，
女子の14.3％），理由説明において，男子にこのよう
な特徴が認められたことは，対人葛藤解決方略の性差
を考えるうえで興味深い。2004年と2009年に，小学4
年生から高校2年生ま でを対象に調査実施されたベ
ネッセの第2回子どもの生活実態基本調査によれば，
友だ ちとのかかわりの経年比較によって，話を合わせ
る男子が大きく増加していることが指摘されている。
この調査結果を踏まえ，宮本（2010）は，男子が友だ
ち関係により気を遣うようになり，男子にとっての友
だちのあり方が変質してきていることや，友だちに気
づかう傾向に性別による差が小さくなったと述べてい
る。本研究においても，男子の理由説明は，自分の希
 望を通したい思いを持ちつつも，押し付けるのは良く
ないと考える配慮をうかがわせるものと思われた。
「あきらめる（相手に合わせる）」方略を挙げる児童

は，女子に高率（35.7％）であった。この方略は，自
分の意思を持ちつつも一方向的に相手の希望に従う方
略（Yeates & Selman,1989）である。従来，男子より
女子がより多く使用する方略（山岸，1998）とされ，
その背景として，他者との関係を重視し，自分の考え
を主張するよりも，自分を変えて相手に合わせようと
する自己変化の志向性が指摘されている。本研究にお
いても，使用の理由に相手との葛藤回避を答える児童
が大半を占め，先行研究を支持する結果が示さ れた。
また，葛藤回避以外の理由として，「相手の子が喜ぶ（嬉
しい）と思うから」と答えた児童が3名（3.7％）みら
れた（男子2名，女子1名）。渡部（1995）は，こうし
た方略を愛他的スタイルと定義し，自分と相手の関係
や相手の気持ちを考慮した成熟 した方略として位置付
け ている。この他の理由として，「自信がないから相

手に合わせる」，「仲良くし てもらったり，一緒に遊ん
だりできる」と答える児童もおり，本方略を使用する
際には，葛藤解決に場面以外の要素が持ち込まれやす
いことがうかがえた。
「第三者の介入を求める」（方略7），「命令する」（方

略2），「じゃんけんで決める」（方略8）を1位の方略
に挙げる児童は少数であった。なかでも，「命令する」
方略は，一方向的に他者を自分に従わせようとする方
略（Yeates & Selman,1989）である。この方略を1位
に挙げた児童は，「北海道の方が広いから，北海道に
しよう」と言う（男子1名），「北海道がやりたいから，
北海道がやりたい」と言う（女子1名）と答えており，
言語的な対処を取りつつも，相手の欲求を考慮する視
点を持っていないことがうかがえる。また，「（自分の
意見を通して欲しいと）土下座して，頼む」と答えた
男子は，補足質問に対して，言葉よりも行動の方が伝
わると答えた。行為により相手をコントローし ようと
する意図はうかがえるが，相手の欲求に対して目を向
けることはなかった。この男子が本方略以外の方略を
持ち合わ  せなかった点も気がかりである。さらに，こ
の3名は場面の問題の定義が適切に行えていなかった

（水準0）点においても共通していた。先述のように，
こうした児童には状況そのものへの介入が求められる
であろう。その際，解決方略のレパートリーをどの程
度持っているか，方略使用後の相手の気持ちや自分と
の関係なども含めた結果を適切に評価できているか，
といった点についても詳細に把握したうえで，当該児
童の状態に応じた支援が必要である（渡部，1993）。
「第三者の介入を求める」方略を挙げた児童は，1

名（1.2％）のみであった。山岸（1998）は，解決方
略のレパートリーの一つに教師の介入を設け，権威に
頼る方略として位置づけている。本研究では，クラス
メイトの介入を求め，「（相手の子と）ケンカしないよ
うにしたいから，他の子の意見も聞いてみる」と答え，

「それでも決まらなかった場合，どうするか」という
補足質問に対して，「他の友だち（クラスメイト）も

2  8 1 (  5.6) 0 (  0.0) 1 (  8.3)

3  5 1 (  5.6) 1 (16.7) 0 (  0.0)

3  6 2 (11.1) 1 (16.7) 1 (  8.3)

3  8 1 (  5.6) 1 (16.7) 0 (  0.0)

3  9 2 (11.1) 0 (  0.0) 2 (16.7)

3 99 1 (  5.6) 0 (  0.0) 1 (  8.3)

5  9 3 (16.7) 0 (  0.0) 3 (25.0)

5 99 1 (  5.6) 0 (  0.0) 1 (  8.3)

6  3 1 (  5.6) 0 (  0.0) 1 (  8.3)

6  9 2 (11.1) 1 (16.7) 1 (  8.3)

8  9 2 (11.1) 1 (16.7) 1 (  8.3)

9  6 1 (  5.6) 1 (16.7) 0 (  0.0)

表 6　1位の方略と最良の方略における齟齬の組み合わせパターン別人数（%）

注．方略 99の例：「（それぞれの地方について）半々にして調べる」，「2つの地方の違いを調べる」
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入れて多数決で決める」と答えている。葛藤解決に対
して積極的な行動と評価できるが，背景にはクラスメ
イトとの間に生じた葛藤解決への不安や，自分の欲求
に対するこだわりの強さがうかがえた。
「じゃんけんで決める」方略は，先行研究において

じゃんけん志向と命名されている（金城・梅本，
1991；渡部，1993）。方略の使用理由について，渡部

（1993 ）は，公平さに言及する児童が多いとしているが，
本研究では，短時間で決まることや葛藤を回避できる
メリットと考える回答が得られた （3名，全体の3.7％）。
一方，「じゃんけんだとケンカになる」と答える児童
もおり，じゃんけんの結果は児童に必ずしも受け入れ
られるばかりではないことが伺えた。じゃんけんによ
る解決は場面の文脈の影響を受けやすいものと考えら
れる。
「何も言わず一人で決める」（方略1）や「何も言わ

ず相手の言う通りにする」（方略4）といった衝動的
レベルと位置づけられる発達水準の方略（Yeates & 
Selman,1989）を挙げる児童はいなかった。質問紙調
査（鈴木ら，2014等）では，児童の「何も言わず相
手の言う通りにする」（方略4）と「あきらめる（相
手に合わせる）」（方略5）の判別に疑問が残ったが，
今回の調査を通して，自己変化を志向する児童におい
ても，ただ引き下がるだけの方略（方略4）の使用は
少ないこと が示唆された。また，この結果は山岸（1998）
と同様であった。

4．最良と考える方略とその理由
最良の方略については，「話し合う」（方略9）がもっ

とも多く，男子では4割の児童が，女子では5割の児
童が本方略を挙げている。次いで多かったのは，「あ
きらめる（相手に合わせる）」（方略5），「相手の考え
を聞く」（方略6）であった。どのような方略を最良
と考えるかは，葛藤相手，葛藤内容や場面の文脈によっ
て異なるが，今回取り上げた授業中の意見相違場面は，
日常的で反復的に経験する場面だけに，本結果の背景
には，学級における子ども同士の関係性だけではなく，
伝え合う力を重視し，自分と異なる意見や立場を大切
にしようとする日頃の指導が大きく影響しているもの
と考える。また，葛藤解決にあたり，自分が最良と考
える方略と一番よく使用すると思う方略が一致してい
る状態では，児童の葛藤解決方略に対する満足感は高
まるものと思われる。この点について，今回，全体の
約8割の児童が一致していた。

一方，約2割の児童のそれらには齟齬がみられた（表
6）。結果から，主張と葛藤回避の間で揺れる児童と，
譲歩と意思表明の間で揺れる児童が，ほぼ同程度いる
ことが示された。また，そうした傾向は女子により多
くみられ，特に，一番よく使用すると思う方略として，

「あきらめる（相手に合わせる）」や「相手の考えを聞

く」と答えた自己変化志向の女子児童19名（表4）の
うち，約3割にあたる6名（齟齬のあった女子12名の
半数）は，譲歩と意思表明の間で葛藤しているものと
思われた。こうした葛藤が，自分らしくありたいとの
思いから生じるのか，社会的に望ましくありたいとの
思いから生じるのかは必ずしも明確ではないが，「仕
方なくあきらめるのでは，自分から何も言わなくなっ
てしまうから，話し合った方が良い」，「譲ったりした
ら，自分の考えが無くなってしまうから」と答える児
童には，他者を準拠点として自分の行動を決めること
が多い日本の子どもの学校生活や友人関係を巡る悩み
がうかがえる。しかしながら，先述の通り，愛他的ス
タイル（渡部，1995）を含め，自己変化的な方略の背
景は多様である。児童の自己変化的な方略が持つ意味
について，さらに検討を深める必要があると考える。

Ⅴ．まとめと今後の課題

葛藤解決の前提となる「場面の問題の定義」につい
て，大半の児童は問題を適切に定義していたものの，
一部の児童には状況への介入の必要性が示唆された。
その際，周囲の大人が望ましい方略を押し付けること
は有効ではなく，対話をベースとしながら，解決方略
のレパートリーの範囲，方略使用後の結果の予測など
についても詳細に把握したうえで，当該児童の状態お
よび個性に応じた支援が求められるであろう。
「一番よく使用すると思う方略」の結果は，これま

での筆者らの質問紙調査による研究結果を支持し，質
問紙調査による鈴木らの先行研究とインタビューによ
る本研究の両結果から，高学年児童の多くが向社会的
な手続きで相手との関係性の維持につながるような解
決方略を積極的に選択しようとしていることがうかが
えた。また，その理由から，「自分の考えを伝 える」
児童の中に，意思表明を目的とする児童と説得までも
目的とする児童がいること，「あきらめる（相手に合
わせる）」児童の中に，葛藤回避ばかりではなく，愛
他的な理由から同方略を用いようとする児童が男女と
もに一定程度いることなどが確認された。
「最良と考える方略」の結果の背景には，学級にお

ける子ども同士の関係性だけではなく，相互協調性を
重視する教育の影響が大きいと考えられた。また，全
体の2割の児童の「一番よく使用すると思う方略」と

「最良と考える方略」には齟齬が認められた。その理
由から，学校生活において日常的で反復的に経験する
可能性が高い場面であっても，自分を出すか引っ込め
るか葛藤する児童の姿がうかが えた。今後は，児童の
自己変化的な方略が持つ意味について検討を深めるこ
と，学校生活における他の対人葛藤場面についても検
討することが課題である。

―91―



鈴木 伸子・坪井 裕子・松本 真理子・森田 美弥子

付記：本研究はJSPS科研費24530865の助成を受けて
実施された。調査にご協力いただきました児童の皆様，
先生方に心より御礼申し上げます。
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